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（
平
）
当
時
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
国
土
の
数
千

倍
の
植
民
地
を
持
つ
黄
金
時
代
だ
っ
た
。

戦
国
時
代
の
日
本
と
は
、
天
と
地
ほ
ど
違

っ
て
見
え
た
だ
ろ
う
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
修

道
院
を
改
装
し
た
市
庁
舎
に
は
、
ド
リ
ヴ

ェ
イ
ラ
市
長
が
我
々
一
行
を
待
ち
か
ね
て

い
た
。
在
ポ
ル
ト
ガ
ル
日
本
大
使
の
四
宮

氏
も
同
席
し
た
。
エ
ヴ
ォ
ラ
市
長
が
歓
迎

の
あ
い
さ
つ
で
「
南
島
原
市
が
若
い
学
生

を
組
織
し
、
エ
ヴ
ォ
ラ
を
訪
問
し
た
こ
と

は
両
市
の
関
係
に
明
る
い
未
来
を
開
い
た
。

天
正
時
代
に
少
年
た
ち
が
過
ご
し
た
エ
ヴ

ォ
ラ
を
体
験
し
て
、
新
た
な
歴
史
を
築
い

て
欲
し
い
」
と
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
た
。

（
天
）
天
正
の
少
年
達
の
場
合
は
エ
ヴ
ォ
ラ

の
大
司
教
に
迎
え
ら
れ
た
。
日
本
で
の
布

教
活
動
を
「
イ
エ
ズ
ス
会
通
信
」
で
伝
え

た
人
で
、
少
年
た
ち
の
来
訪
を
特

別
な
感
慨
で
迎
え
た
。
エ
ヴ
ォ
ラ

大
学
を
宿
舎
に
し
た
少
年
た
ち

は
、
ロ
ー
マ
か
ら
の
復
路
で
も
滞

在
し
て
い
る
。

（
平
）
エ
ヴ
ォ
ラ
市
が
選
ん
だ
地
元

の
子
ど
も
た
ち
８
人
も
加
わ
り
、

世
界
遺
産
の
エ
ヴ
ォ
ラ
大
聖
堂
を

見
た
。
か
つ
て
、
千
々
石
ミ
ゲ
ル

と
伊
東
マ
ン
シ
ョ
が
弾
い
た
と
い

う
大
聖
堂
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が

演
奏
さ
れ
、
４
３
０
年
前
に
思
い

を
馳
せ
た
の
だ
っ
た
。
エ
ヴ
ォ
ラ

大
学
や
サ
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教

会
、
ラ
プ
ラ
タ
送
水
路
な
ど
数
々

の
世
界
遺
産
を
見
学
し
た
。
明
日

は
シ
ン
ト
ラ
に
向
か
う
。

　

リ
ス
ボ
ン
郊
外
の
丘
の
上
に
あ
る
シ
ン

ト
ラ
宮
殿
は
、
歴
代
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
王
が

避
暑
地
に
選
ん
だ
別
天
地
で
あ
る
。
今
で

は
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

（
天
）
ス
ペ
イ
ン
王
か
ら
統
治
を
任
さ
れ
て

い
た
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
枢
機
卿
に
謁
見
し
、

日
本
の
教
会
へ
資
金
支
援
を
依
頼
す
る
の

が
目
的
で
天
正
の
４
少
年
は
こ
こ
を
訪
れ

た
。

（
平
）
次
に
、
大
西
洋
に
面
し
た
ナ
ザ
レ
に

向
か
う
。
昔
、
聖
母
マ
リ
ア
が
現
れ
た
と

い
う
伝
説
か
ら
こ
こ
に
教
会
が
建
て
ら
れ

巡
礼
地
に
な
っ
た
。
今
で
は
、
断
崖
か
ら

大
西
洋
を
望
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
屈
指
の
リ
ゾ

ー
ト
地
に
な
っ
て
い
る
。

（
天
）
天
正
使
節
は
ロ
ー
マ
か
ら
の
帰
路
、

巡
礼
者
と
し
て
ナ
ザ
レ
を
訪
れ
て
い
る
。

（
平
）
次
い
で
訪
れ
た
コ
イ
ン
ブ
ラ
は
13
世

紀
ま
で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
首
都
で
、
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ゆ
か
り
の
大
学
が
街

の
中
心
を
占
め
て
い
る
。

（
天
）
天
正
の
少
年
た
ち
は
ロ
ー
マ
法
王
謁

見
の
成
果
に
、
意
気
揚
々
と
コ
イ
ン
ブ
ラ

を
訪
問
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
直
前
だ
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
後
輩
た
ち

を
大
学
伝
統
の
手
荒
い
歓
迎
で
も
て
な
し

た
と
い
う
。
市
民
を
交
え
た
歓
迎
の
宴
は

２
週
間
に
お
よ
ん
だ
。

（
平
）
こ
の
大
学
で
薩
摩
出
身
の
ベ
ル
ナ
ル

ド
と
い
う
日
本
人
が
神
学
を

学
び
こ
の
地
で
没
し
た
と
い

う
。
日
本
人
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
留
学
生
で
あ
る
。
地
元
の

古
老
か
ら
ベ
ル
ナ
ル
ド
の
墓

に
案
内
さ
れ
た
が
、
単
身
で

苦
学
し
た
日
本
人
が
い
た
こ

と
に
一
同
感
銘
を
受
け
た
の

だ
っ
た
。

　

８
月
６
日
、
リ
ス
ボ
ン
に

戻
っ
て
き
た
。
天
正
の
少
年
使
節
が
リ
ス

ボ
ン
に
上
陸
し
た
日
が
８
月
11
日
だ
っ
た

か
ら
、
同
じ
季
節
で
あ
る
。
我
々
は
テ
ー

ジ
ョ
川
の
河
口
に
建
つ
世
界
遺
産
ベ
レ
ン

の
塔
に
案
内
さ
れ
た
。ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ

マ
の
イ
ン
ド
発
見
を
称
え
て
建
設
さ
れ
た

世
界
遺
産
で
、
リ
ス
ボ
ン
の
入
口
に
当
る
。

そ
の
後
、
天
正
の
使
節
が
宿
舎
に
し
た
イ

エ
ズ
ス
会
の
サ
ン
・
ロ
ケ
教
会
を
訪
れ
た
。

か
つ
て
リ
ス
ボ
ン
を
一
望
で
き
た
高
い
塔

は
１
７
５
５
年
に
起
き
た
大
地
震
で
崩
壊

し
て
今
は
な
い
。
教
会
の
フ
ァ
サ
ー
ド
は

ご
く
地
味
だ
が
、
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
左
右
に
並
ぶ
祭
壇
は
黄
金
に
輝
き
、
息

を
の
む
ほ
ど
華
麗
で
あ
る
。

（
天
）
少
年
た
ち
の
滞
在
は
１
カ
月
に
お
よ

び
、苦
難
の
航
海
の
疲
れ
を
癒
し
た
の
だ
っ

た
。
多
く
の
建
築
物
特
に
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
修

道
院
は
お
気
に
入
り
で
、
た
び
た
び
訪
れ

て
い
る
。

エヴォラ市長と南島原市の少年ディアナ神殿とエヴォラ大聖堂

●エヴォラ
●リスボン
●ベレン

●コインブラ

●エヴォラ
●リスボン
●ベレン

シントラ
●

シントラ
●

●コインブラ
ス
ペ
イ
ン

ポルトガル

ス
ペ
イ
ン

ポルトガル

ナザレの銀海岸リゾート崖の上がナザレの旧市街

コインブラ大学の本部

ベレンの塔（世界遺産）

モンデゴ川からコインブラ旧市街を望む

ジェロニモ修道院の回廊 サン・ロケ教会の祭壇 シントラ宮殿

世
界
遺
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の
ま
ち「
ポ
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ト
ガ
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エ
ヴ
ォ
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」へ

｜特集｜　　　　　　 平成遣欧少年使節見聞記 ～海を渡った少年たち～

平成の訪問団が訪れたポルトガルの都市


